
平成27年
（2015） 5月1 日発行

（第174号）

総会記念号の紙面

▎各部の事業計画

▎合同懇親パーティー開催

▎除菌消臭加湿器を特別価格で

▎連絡協議会コーナー

2〜3

4〜5

6

7

2
ＯＡＴＡ看板事業
「船渡御の御金幣船」
◆協同組合大阪府旅行業協会ではこの
夏も、天神祭「船渡御」の体験企画を
実施します。
◆天神祭は日本三大祭のひとつで、通
常は祭の関係者しか体験できない船渡
御を、ＯＡＴＡでは 300 人乗りを一
艘貸し切ることでどなたでもご乗船い
ただけるようにしました。
◆船渡御は 7 月 25 日に行われ、今年
は土曜日の開催です。奉公船、橋の上
の見物客との大阪締め、頭上で炸裂す
る花火と、大阪の特別な夏の一夜を体
験することができる価値のある企画で
す。皆様のご乗船をお待ちしておりま
す（企画および実施内容などについて
は 2面下欄をご参照ください）。

第40回 通常総会を開く
84名が出席し、9議案を承認可決

シェラトン都ホテル大阪で３月 26 日に開かれた総会

　協同組合大阪府旅行業協会の「第
40 回通常総会」が 3月 26 日（木）、
大阪市・上本町のシェラトン都ホテル
大阪において出席者 84名（代理出席
者 18名含む）、書面議決書 17名、委
任状 7名で開催された。
前田総務部長が司会を務め、清水副理
事長の開会の辞で開会した。議長団選

　今、大阪は昨年よりの訪日外国人客
の大幅な増加とその爆買いに沸き、経
済的効果は 2000 億円近いと試算され
ておりましたが、最近の別の試算では

 　平成２7年度 事業計画・基本方針

3500 億円になろうともいわれており
ます。株価はリーマンショック以前の
高値に戻り、円安による輸出関連企業、
また原油安により恩恵を受ける企業は
空前の利益を確保しております。今春
闘においても大企業はベースアップを
含め、大幅な賃上げが予想され、個人
消費の拡大および企業の設備投資の活
発化で実質的に経済が上向いてくれる
のではないかと期待するところであり
ます。
　ＯＡＴＡも数年来の破産組合員によ
る多額の負の遺産を抱えましたが、組
合、組合員の財産を守るという観点か
ら回収に全力を尽くすとともに、事業
外収益の確保にも努めてまいります。
　また、今年度は支部再編が行われ４
支部体制となり、活発な支部運営を期
待するとともに、引き続き新規組合員
の獲得によるＯＡＴＡの活性化を図り

今年度の方針を示す徳原理事長

出では司会者一任の発声に続き、議長
に岡本浩史氏（第 1支部・日本トラ
ベルサービス㈱）、副議長に堀内　宏
昭氏（第５支部・トーヨートラベル㈱）
を選出。
　総会の成立宣言が議長よりあり、議
案の審議に入った。
　▪第 1号議案＝平成 26年度事業報

告書承認の件　▪第 2 号議案＝平成
26 年度決算関係書類承認の件　▪第
3号議案＝平成 27年度事業計画（案）
の件　▪第 4号議案＝平成 27年度経
費の賦課及びその納付方法（案）の件
　▪第 5 号議案＝役員報酬（案）の
件　▪第 6号議案＝平成 27年度収支
予算（案）の件　▪第７号議案＝役員
選任（案）の件　▪第 8 号議案＝支
部再編成（案）の件　▪第 9 号議案
＝定款の一部変更（案）の件
　以上の議案審議を行い、原案通り、
提案された議案はすべて承認可決され
た。

たいと思っております。
　ＯＡＴＡの基幹事業でありますクー
ポン事業および看板事業の天神祭 船
渡御の御金幣船貸切事業、そしてＫＴ
Ｔ総合旅行災害補償保険事業には、組
合員の皆様のご理解と積極的な参画を
お願いするものであります。
　ＯＡＴＡも早いもので設立以来 40
周年を迎えることとなります。40 周
年の記念事業と来春には記念式典を挙
行する準備を進めてまいります。
　対外的には、引き続きＯＡＴＡの知
名度の向上と（一社）全国旅行業協会、
㈱全旅と近畿・東海旅行業連合会等と
の連携及び海外の関係団体機関との交
流を進めてまいります。
　以上の基本方針を柱として、次いで
各部、支部長会より提案される事業計
画に沿って全理事、事務局一丸となっ
て事業遂行に邁進してまいります。

事業外収益の確保で
組合活動を活性化

　第 40回通常総会において選任され
た役員による第 1回理事会を総会終
了後別室にて開催し、理事長に徳原
昌株氏（第 3支部・㈱大阪国際旅行）
が再選され、副理事長に前田栄次氏（第
5支部・大阪大栄旅行）、専務理事に
鈴木隆利氏（第 3 支部・ワールド・
ツアー・サービス）が承認された。

第1回理事会を開催
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　４月に実行された消費税率３％アッ
プ、新たに導入された国土交通省から
の貸切バス料金計算方式など、我々を
取り巻く情勢は、非常に厳しいものが
ありました。
　今期は新入会組合員が 3社、脱退
組合員が 4社。実質 1社の組合員減
で推移してまいりました。脱退組合
員 4社のうち 1社は倒産組合員です。
クーポン総発券額は対前年比 96％で
目標の 102％に達することはできま
せんでした。

　組合活動の原動力としての指標、支
部会平均出席率は 88.4％。対前年比
3.4％のアップ。これに加え、バラツ
キのあった出資口数を 11社が 5口ま
で増口していただきました。また 4
月よりＯＡＴＡクーポン保証事業利用
分量共済積立金も始まりました。これ
らは支部長会の努力、組合員各位のご
協力の賜物です。
　ＯＡＴＡの看板事業「天神祭船渡御」
は、268 名の参加で、今年度も盛況
でしたが、お客様の集合時間遅刻、椅

子の持ち込みなど新たな課題が浮き彫
りになってきました。次年度は「御金
幣船」という意味を今一度認識し、初
心に帰っての集客活動を心掛けねばな
りません。
　また総務部においても、ＯＡＴＡ
クーポンの発券漏れ、精算漏れを未然
に防ぎ、クーポン事故をなくすために
「ＯＡＴＡクーポン未発券報告書」を
ＯＡＴＡ連絡協議会との協議の上、作
成いたしました。そして組合員のクー
ポン発券増の一助になればとクーポン

平成27年度  各部の事業計画

1組合諸規程・規約は改定の必要が
あれば検討いたします。
2「ＯＡＴＡクーポン未発券報告書」
については、継続して対応いたします。
3事務局職員には意識向上と快適な

内規も利便性や諸事情を勘案して創設
致しました。今期は 1件の破産組合
員が発生。保険会社との交渉はもちろ
ん、連帯保証人等からの懸命な回収に
も努めました。
　今期も多大なるご協力をいただきま
した組合員各位に感謝いたしますとと
もに、今後とも組合活動へさらなるご
理解とご協力を切にお願いしまして、
本年度の概況報告とさせていただきま
す。

職場の環境づくりをいたします。
4（一社）全旅協大阪府旅行業協会の
集団検診には組合員および従業員に受
診の案内をし、福利厚生の一環として
事務局職員にも受診するよう指示いた
します。
5パイプのけむりは組合の内報とし
て、理事会、各委員会、各支部会の報
告と全旅コーナー等を掲載し、毎月初

めに発行いたします。
6ＯＡＴＡニュースはＯＡＴＡのイ
ベントやＯＡＴＡ連絡協議会加盟機関
にもご協力いただき各地区のイベント
等を掲載し、充実した誌面づくりを検
討いたします。
7教育研修および研修旅行について
は、組合員のためになるような研修・
講習を検討いたします。

1未清算金の経理処理および未収金
の回収に努めます。
2不良債権発生予防のためのク－ポ
ン管理に努めます。
3ＯＡＴＡクーポン早期資金化事業

支部会出席率が高まり組合活動の原動力
平成26年度　事業総括

クーポン発券増へ内規創設や報告書作成

総　務　部
総務部長　岡本 浩史

財　務　部
財務部長　藤本  謙
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を継続いたします。
4経理規程を遵守し、組合財政の適
正な運営をいたします。
5クーポン保証事業利用分量共済積
立金の運営管理に努めます。

1組合および組合員の収益増・利便
性のさらなる向上のためにクーポン契
約施設の充実・拡大と手数料アップを
目指します。
2天神祭「船渡御」につきましては、
法令遵守に基づき、椅子の持ち込み禁
止と受付時間・出航時間の厳守を明記
して、皆様にもっと楽しんでいただけ
るように努めます。
3ＯＡＴＡ特選旅館スペシャルプラ
ンは空白地区を補充し、販売増と利益
率の高くなる商品になるようすすめて
いきます。
4「ＯＡＴＡファーストツアー」は季
節と需要を考慮して研究していきま
す。
5大手受入機関等とは、タイアップ
して商品の造成を検討いたします。
6団体営業小委員会は、必要に応じ
て事業委員会に組み入れます。

7ＯＡＴＡネットワークシステムは、
安定的運用ができていますが、引き続
いて安定運用重視でやっていきます。
また、事務局内のＩＴ機器は適宜、入
れ替えを行います。
8ホームページはより見やすく、閲
覧しやすいものを心がけ、ＯＡＴＡの
存在感をＰＲするものにしていきま
す。
9配送等各種サービスを拡大して、
販売を伴うものを含め、収益増を目指
します。
�除菌器の販売契約代理店となりまし
たので、各受入機関等への販売強化に
努めます。

1今期も「ＯＡＴＡは、ひとつ」の
精神のもと、各支部が充実した支部会
を開催いたします。
2会員の声・Ｑ＆Ａ等を積極的に取
り上げ、支部会運営に努めます。
3ＯＡＴＡクーポン発券増強に努め、
発券増強期間を年２回設定いたしま
す。
4各部と連携し、クーポン類の適正
な発券・報告・精算等について協力い

たします。
5組合員増強は支部長会重点課題と
し、新規組合員加入の促進に努めます。
6ＯＡＴＡ 40周年の記念催しを含め
た支部長会主催レクリエーションを実
施いたします。
7各部およびＯＡＴＡ連絡協議会主
催の事業・観光情報交換会等には積極
的に参加・協力いたします。

8支部再編に伴い、各支部の組合員
従業員台帳の整備を実施いたします。
9支部会において、組合員および組
合の利益に繋がるパイプのけむり掲載
の重点取り組みの周知徹底に努めま
す。
�支部再編成を踏まえ、組合員の声に
耳を傾け、支部長は一丸となって円滑
な支部会運営と融和を図ります。

事　業　部

事 業 部 長　比留田 高久
事業副部長　三 井  正 次

支部長会
支部長会会長　東田  正



平成26年度  ＯＡＴＡクーポン発券上位 15 社（名）　［支部、コード順］

支 部 コード 組合員名 代表者名

2 004 ㈱いすゞ 旅行 中 山 雅 博

3

080 ㈱ジェット観光 田 中 茂 男
277 ニュートラベルサービス㈱ 眞 島 右 文
288 ㈱ニューワールドツーリスト 小 林 富 久

4

156 ㈱浪速観光社 北 嶋 冨 士 雄
178 日本旅行企画㈱ 山 根 全 勝
238 ㈱ジャパンライフトラベル 藤 方 義 勝
251 ㈱大喜ツーリストサービス 粟 野 典 秀
326 ㈱歓喜旅行サービス 吉 村 　 実
409 ワールドツアーシステム㈱ 中 川 惠 市

5

281 エクセルワールドツアー㈱ 中 藤 安 久
366 ㈱アジア航空サービス 二 輪 泰 寛
383 トラベルベストパートナー 牧 岡 直 樹
398 ㈱トラベルウェーヴ関西 角 家 　 篤
418 ㈱新日本旅行 中 橋 仁 史

平成26年度  ＯＡＴＡクーポン発券上位受入機関１５社　［順不同］

券　種 協定契約機関 表彰基準

宿泊券

琵琶湖グランドホテル
※ＯＡＴＡクーポン発券上位
　税別１６．０％以上
　宴会（１０．０％以上）契約
　業務用契約

松園荘 保津川亭
佳泉郷 井づつや
皆生グランドホテル
ホテルニューアワジ

船車券

日本交通㈱

※ＯＡＴＡクーポン発券上位
　貸切１２．０％以上
　付帯クーポン契約

中央交通㈱
商都交通㈱
大阪バス近畿㈱
㈱さやま交通

観光券

アドベンチャーワールド

※ＯＡＴＡクーポン発券上位
　食事１３．０％以上
　施設１０．０％以上

一冨士ケータリング㈱
㈱よしや
一休庵
関ドライブイン
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合同懇親パーティーを開催
総勢348名が参加し、親睦と交流を深める

懇親パーティーは、中崇ＯＡＴＡ連絡協議会副会長の乾杯の発声でスタート

　協同組合大阪府旅行業協会は 3月
26 日㈭、大阪市・上本町のシェラト
ン都ホテル・浪速の間において第 40
回通常総会終了後、ＯＡＴＡ連絡協議
会と「合同懇親パーティー」を開催
した。来賓・招待 35名、ＯＡＴＡ連
絡協議会 229 名、ＯＡＴＡ組合員 84
名の計 348 名が参加した。
　司会は、比留田高久・前第２支部長
（㈱サンフレンズトラベル）と服部一
平ＯＡＴＡ連絡協議会総務部長（ジャ
パンドライブインセンター）の両氏が
務め、清水・前副理事長（三協マネジ
メント㈱南海コスモツアーシステム）
の開会の辞で始まり、その後、徳原昌
株理事長（㈱大阪国際旅行）があいさ
つした。
　次いで、川村智一ＯＡＴＡ連絡協議
会会長（カワムラチェーン大阪）のあ
いさつ後、ご来賓の祝辞として大阪府
知事（代理代読）、一般社団法人全国
旅行業協会会長・二階俊博様（代理代
読）、大阪府中小企業団体中央会・尾
池良行様（代理代読）よりそれぞれご
祝辞をいただいた。
　中崇ＯＡＴＡ連絡協議会副会長（か
つうら御苑グループ）の乾杯の発声で
懇親パーティーへと移った。
しばし歓談の中、優秀組合員表彰

状贈呈では、ＯＡＴＡクーポン平成
26 年度発券上位 15 社を代表して、
日本旅行企画㈱の山根全勝代表取締役
へ徳原理事長より表彰状と記念品が贈
られた。
また、組合の契約基準に伴うＯＡ

ＴＡクーポン発券上位受入機関 15社
に対して、宿泊施設、船車券（在阪バ
ス会社）、観光券（施設・食事施設）
の部門ごとに徳原理事長より表彰状が
贈られた。

開会の辞を述べる清水前副理事長 理事長をはじめ副理事長、専務理事の三役があいさつ

懇親パーティーでは、総会において選任された新役員を紹介 理事長より各種表彰状を贈呈



退　 任　 役　 員【順不同】

コード 組合員名 氏名 在任中の役職

355 三協マネジメント㈱
南海コスモツアーシステム 清 水 康 市 副理事長

178 日本旅行企画㈱ 山 根 全 勝 専務理事
056 コスモス観光社 瀧 本 伸 幸 事業部長
251 ㈱大喜ツーリストサービス 粟 野 和 男 第４支部長
414 パインツーリスト 松 下 安 利 第５支部長
238 ㈱ジャパンライフトラベル 藤 方 義 勝 監事
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　本日は、協同組合大阪府旅行業協会
合同懇親パーティーの開催、誠におめ
でとうございます。協同組合大阪府旅
行業協会の皆様には、日ごろより、全
国旅行業協会の運営にご協力を賜り感
謝申し上げます。
　貴組合は、昭和 51 年の発足以来、
39 年間の永きに亘り大阪府内の中小
旅行業者の発展のために寄与されてき
ました。また、全国旅行業協会大阪府
支部の重要なパートナーとして、会員
各位のため日夜ご尽力されてきました

　来賓ご祝辞 

　「協同組合大阪府旅行業協会」なら
びに「OATA 連絡協議会」の合同懇親
パーティーのご盛会を心からお祝い申
し上げます。
　徳原理事長、川村会長をはじめ、本
日ご出席の皆様方には、日ごろから旅
行業界の発展にご尽力いただいており
ますとともに、大阪府の観光振興の取
り組みに多大なご理解・ご協力を賜り、

ことに対し、心より敬意を表します。
　さて、先般は、日韓国交化正常化
50 周年を祝して韓国ソウル市で開催
いたしました日韓観光交流訪問団に、
協同組合大阪府旅行業協会の皆様をは
じめ、当協会の全国からの会員代表、
我が国の旅行観光産業、政界、経済界、
行政機関の代表、韓国の観光関係団体
の代表及び関係者など、約 1400 名を
上回る多くの皆さんとご一緒に参加す
ることができました。おかげで「日韓
観光交流拡大会議 in ソウル」及び「日

韓観光友好の夕べ」を盛大に開催し、
日韓友好親善を大いに深めることがで
きました。これも本日、ご列席の皆様
のご尽力の賜物と厚く感謝を申し上げ
る次第です。
　来る 5月 23 日には冷え込んでいる
中国との双方向の観光交流の促進のた
め、日本旅行業協会、日本観光振興協
会、観光庁などと連携して、民間を中
心に 3000 人規模の「日中観光文化交
流団」を編成し、中国の北京市を訪問
する予定です。当協会としましても、
日中両国の交流がさらに発展できます
よう、多くの参加者のご理解とご協力
をよろしくお願いいたします。
　さらに、平成 28年 3月には、鹿児
島県鹿児島市で「第 11回国内観光活
性化フォーラム」を開催する予定です。

この場をお借りして、厚くお礼申し上
げます。
　昨年は、訪日外客数が 1341 万人と
過去最高を記録し、これに伴い、来阪
される方々も飛躍的に増えておりま
す。大阪府といたしましてはこの盛り
上がりを大阪のさらなる成長へとつ
なげていくことが重要と考えており、
2020 年の目標としている来阪外国人

ＡＮＴＡの連携、結束の強化を図り、
各地の国内観光の振興を図るため、努
力してまいりたいと思います。
　全国旅行業協会は、平成 27年度に
設立 50周年を迎えます。今後とも本
部と支部の一層の連携を図りながら、
協会の円滑な業務運営に努めてまいり
ますので、全国旅行業協会大阪府支部
の重要なパートナーである貴組合のご
理解とご協力をよろしくお願い申し上
げます。
　観光が明るくなれば世の中は必ず明
るくなります。協同組合大阪旅行業協
会のますますのご発展、ならびに本日
ご列席の皆様のますますのご健勝をお
祈りし、お祝いの言葉といたします。

　本日、協同組合大阪府旅行業協会に
おかれましては、第 40回通常総会が
諸議案滞りなく終了されましたことを
心からお慶び申し上げます。また、平
素は私ども中央会の事業活動に格別の
ご支援とご協力を賜り、厚く御礼申し
上げます。
　貴組合におかれましては、クーポン
事業をはじめ、教育研修事業など、多
様な事業を積極的に展開され、旅行業
界の振興・発展と大阪経済の繁栄に大

きな役割を果たしておられます。これ
もひとえに、徳原理事長様をはじめ、
歴代役職員の献身的なご努力と会員の
皆様方の不断のご尽力の賜物と心より
敬意を表する次第でございます。
　さて、わが国経済はアベノミクス効
果による円安、株価上昇が持続し、景
気は大企業を中心に緩やかな回復基調
にあると言われています。しかし、電
力料金や輸入原材料の上昇、人件費ア
ップ等による収益への圧迫など、景気

回復の実感が得られない状況が続いて
おります。
　近年、訪日外国人観光客は増加して
おり、昨年は過去最高の 1341 万人を
記録するなど明るい話題もございます
が、2年後の消費税再引き上げや少子
高齢化の進展等による経済構造の変
化、将来の人材確保への先行き不安な
ど、中小企業を取り巻く環境は依然と
して厳しい状況にあります。
　このような中、中小企業が成長・発
展していくためには、個々の事業者の
自助努力に加え、お互いの経営を補完
し、共同の力で経営課題の解決に取り
組む連携組織の役割はますます重要と
なっています。
　本会では、これら連携組織である中

旅行者数 650 万人の達成に向けて、
大阪の都市魅力をさらに高めてまいり
ます。
　折しも、2015 年度は、新たな大阪
のまちづくりの契機となった大坂の
陣、道頓堀川開削から 400 年など、
さまざまな節目の年です。この 1年
を、「シンボルイヤー」と位置づけ、「大
坂の陣 400 年天下一祭」「水都大阪
2015」「大阪・光の饗宴」等、年間を
通じて戦略的に都市魅力の創造に取り
組み、内外からの集客を図ってまいり
ます。
　また、国の緊急経済対策を活用して、
府内の様々な観光資源を巡る企画ツア

ー等を大幅な割引価格でご利用いただ
けるよう、夏ごろを目途に「おおさか
魅力満喫券」の発行を予定していると
ころです。
　これらの取り組みを実りあるものと
し、日本の成長を牽引する「強い大阪」
を実現するためには、行政だけではな
く民間の皆様方のお力添えが不可欠で
す。今後とも力強いご支援を賜ります
よう、よろしくお願い申し上げます。
　結びに、「協同組合大阪府旅行業協
会」ならびに「OATA 連絡協議会」の
さらなるご発展と、本日ご臨席の皆様
方のご健勝、ご多幸をご祈念申し上げ、
お祝いの言葉とさせていただきます。

 共同の力で経営課題を解決
   大阪府中小企業団体中央会　会  長  尾池 良行氏

 観光で世の中を明るく
　 一般社団法人 全国旅行業協会　会  長  二階 俊博氏

 戦略的に都市魅力を創造
   大阪府知事

小企業組合等の課題解決や人材育成、
活性化に向けた取り組みを積極的に推
進するとともに、国や大阪府の施策、
予算の動向をしっかりキャッチし、皆
様に情報発信してまいりたいと存じま
すので、引き続きご支援、ご協力くだ
さいますようお願い申し上げます。
　皆様方におかれましては、第 40回
総会を契機とされ、組合員相互の連携
をより一層深め、さらなる飛躍発展を
遂げられますよう心よりご祈念申し上
げる次第でございます。
　結びに、協同組合大阪府旅行業協会
の今後ますますのご発展と組合員企業
様のご繁栄、そして本日ご参会の皆様
方のご健勝、ご多幸を祈念申し上げま
してご挨拶といたします。

　次に当組合では、今期役員改選に伴
い、退任する役員に感謝状と記念品が
贈られた。また、総会において選任さ
れた新役員の紹介が行われた。
　宴たけなわの中、大塚稔ＯＡＴＡ連

絡協議会副会長（福島交通）による中
締めで、パーティーは幕を閉じた。
　全国から参加された宿泊・観光・船
車券契約先、案内所の方々が久しぶり
にうちとけたひとときを過ごし、参加
者は親睦と交流を深め良い情報交換の
場となった。
　多数のご参加ありがとうございまし
た。御礼申し上げます。

今期で退任する役員に
感謝状と記念品を贈呈
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　組合員動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　    平成 27 年４月１5 日 現在

▪ 新規組合員
コード 組　合　員　名 代表者／所在地／ＴＥＬ・ＦＡＸ／登録番号 支部

435 ㈱日本マックスケア
日本キャリートラベル

代表取締役　早栗　義文

1
〒569ｰ1137　高槻市岡本町４３ｰ１

TEL．072ｰ696ｰ5910  FAX．072ｰ696ｰ4190

大阪府知事登録旅行業 第3ｰ2717号

▪ 組合員異動
コード 組　合　員　名 項　　　　　目 支部

355 三協マネジメント㈱
南海コスモツアーシステム

所在地変更

1〒550ｰ0005　大阪市西区西本町1ｰ13ｰ37
　　　　          アクシス本町ビル３Ｆ

TEL・FAX変更なし

359 大東トラベル
所在地変更

2〒574ｰ0032　大東市栄和町13ｰ19

TEL・FAX変更なし

▪ 組合員脱退
コード 組　合　員　名 代　表　者　名 支部

396 　㈱トラベルファミリー 高橋　哲也 4
420 　パナウル㈱ 本園　茂徳 1

 OATAクーポン新規協定契約先   　　　　　　　　　 平成27年4月15日 現在

▪ 船車券
近 畿 貸 切 バス 06002501 龍神自動車㈱

▪ 宿泊券
三 重 県 伊 勢 04555101 いにしえの宿 伊久

兵 庫 県 神 戸 76702002 神戸ハーバーランド万葉倶楽部

広 島 県 宮 島 07357101 国民宿舎みやじま杜の宿

平成27年度　支部再編成について

第1支部
高槻市 ･ 茨木市 ･ 箕面市 ･ 池田市 ･ 吹田市 ･ 豊中市 ･ 摂津市 ･ 島本町 ･ 能勢町 ･
豊能町及び大阪市のうち東淀川区 ･ 淀川区 ･ 旭区 ･ 都島区 ･ 鶴見区 ･ 城東区 ･ 東
成区 ･ 西淀川区 ･ 西区 ･ 福島区 ･ 此花区 ･ 港区

第2支部
枚方市 ･ 交野市 ･ 寝屋川市 ･ 四條畷市 ･ 守口市 ･ 門真市 ･ 大東市 ･ 東大阪市 ･
八尾市および大阪市のうち生野区 ･ 平野区 ･ 阿倍野区 ･ 東住吉区 ･ 住吉区 ･ 西成
区 ･ 住之江区 ･ 大正区

第3支部 大阪市のうち北区 ･ 中央区 ･ 天王寺区 ･ 浪速区

第4支部

松原市 ･ 藤井寺市 ･ 柏原市 ･ 羽曳野市 ･ 富田林市 ･ 大阪狭山市 ･ 河内長野市 ･
高石市 ･ 泉大津市 ･ 和泉市 ･ 岸和田市 ･ 貝塚市 ･ 泉佐野市 ･ 泉南市 ･ 阪南市 ･
太子町 ･ 河南町 ･ 千早赤阪村 ･ 忠岡町 ･ 熊取町 ･ 田尻町 ･ 岬町および堺市のうち
北区 ･ 堺区 ･ 美原区 ･ 東区 ･ 中区 ･ 南区 ･ 西区

※組合員名簿は８面に掲載しています。
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記念講演

大阪大学名誉教授 野村 正勝氏

件　▪第 5 号議案＝平成 27年度収支
予算（案）の件　▪第 6 号議案＝そ
の他の件

　ＯＡＴＡ連絡協議会は3月26日㈭、
シェラトン都ホテル大阪・大和の間に
おいて、出席者 211 名（委任状 643）
で第 24回定時総会を開催した。
　服部一平総務部長の進行で、開会の
辞を中崇副会長が述べた後、川村智一
会長が挨拶に立った。川村会長は、日
ごろの連絡協議会の事業に対してご協
力をいただいているお礼を述べ、現在
の景気状況の話題から、今の観光はイ
ンバウンドで助けられている現状にあ
る中、地方おいてはまだまだ厳しい状
況下にあると指摘し、協力し合ってい
こうと呼びかけた。
　続いて大塚稔副会長が議長に指名さ
れ、総会の成立宣言後、議案審議に移っ
た。
　▪第 1 号議案＝平成 26年度事業報
告の件　▪第 2 号議案＝平成 26年度
収支決算報告の件　▪第 3 号議案＝
平成 26年度監査報告の件　▪第 4 号
議案＝平成 27年度事業計画（案）の

　記念講演に引き続き協同組合大阪府
旅行業協会とＯＡＴＡ連絡協議会との
合同懇親パーティーがシェラトン都ホ
テル大阪・浪速の間で、協同組合大阪
府旅行業協会の比留田高久前第 2支
部長とＯＡＴＡ連絡協議会の服部一平
総務部長の司会進行で行われた。

　今回は講師に日本のエネルギー事情
の第一人者である大阪大学名誉教授の
野村正勝様をお迎えし、「もっと知ろ
う！わが国と世界のエネルギー事情」
と題した記念講演が行われた。
　野村名誉教授は石炭石油の研究をし
ていた話から始まり、石油精製や石油・
石炭をどれだけ使っているかを日本と
世界で比較し、火力発電・原子力発電
の話へと進んだ。
　2014 年 4月に進められた「エネル
ギー基本計画」については日本の 8
電力会社の総電力容量がどれだけに
なっているか、を解説。再生可能エネ
ルギーの説明では再生可能エネルギー
は石油や石炭、天然ガスといった有限
な資源と違い、太陽熱や風力、地熱と

第24回 定時総会を開催 平成27年度の事業・予算など決まる

　以上議案についてはそれぞれ担当役
員が上程し、その後審議に入った。い
ずれも原案通り承認可決された。安藤

　組合員 84 名、来賓・招待 35 名、
連絡協議会 229 名を含め計 348 名の
ご参加をいただいた。徳原理事長、川
村会長および来賓の挨拶、乾杯後に
パーティーは始まりＯＡＴＡクーポン
発券上位組合員や発券上位受入機関が
表彰された。
　また今回は協同組合大阪府旅行業協
会が役員改選に当たり新役員の紹介が
行われた。出席者は短い時間ではあっ
たが、大いに親睦と交流を深めあった。

組合員と親睦深める
合同懇親パーティー

再生可能エネルギーの必要性を訴えた大阪大学名誉教授の野村氏

定時総会には、211 名が出席

いった「枯渇しない」「どこにでも存
在する」「ＣＯ 2を排出しない」こと
であると話され、再生可能エネルギー
には多額の投資がかかるが、今後再生
可能エネルギーは必要であると締めく
くられた。

あいさつする川村会長

元量副会長の閉会の辞で定時総会を終
了した。

もっと知ろう! わが国と世界のエネルギー事情

▪ 告　知　欄 ▪                                        平成27年4月 現在

新 潟 佐渡汽船㈱ 大型バスも積込可能な新造高速カーフェリー「あかね」が4月21日㈫から直江津航路に就航！！

滋 賀 琵琶湖グランドホテル 全国初、5月9日㈯に館内にローソンがオープン。7月完成をめどに西館客室にシャワールームを増設します。

大 阪 ㈱８８観光 ㈱88観光バスは3月に大型バス1台を新車に入れ替えました。正シート49席+補助11席60人乗り。

大 阪 ANAクラウンプラザホテル大阪 6月2日㈫綾小路きみまろディナーショー開催。皆様のお申込みお待ちしております。

大 阪 海栄RYOKONAS 吉良観光ホテルが5月3日㈰より海栄RYOKANSとして再出発します。今まで通りご愛顧をお願いします。

大 阪 東急ホテルズ 東急ホテルズブランドが生まれ変わりました。「東急ホテル」「エクセルホテル東急」「東急REIホテル」（旧東急
イン・東急ビズフォート）

※ お断り：提供いただいた原稿を広報部で一部編集している場合がございます。
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OATA 組合員 掲載は、各支部コード番号順です

㈱ドリームステージ

㈱アカデミートラベル

アスナロトラベルエージェンシー㈲

㈱日本マックスケア
日本キャリートラベル

㈱いすゞ 旅行

摂陽観光

フジツーリスト

東大阪観光商事㈱

大和ツーリスト

㈱浪速観光社

㈱西日本トラベルサービス

大阪暁観光

協和トラベル

三井トラベルサービス

㈱ジャパンライフトラベル

㈱照南トラベルサービス

丸山観光サービス

㈲平和観光サービス

㈱歓喜旅行サービス

㈱庄司商店粉浜リカーツーリスト

大東トラベル

アクロス観光バス㈱

平和旅行社

㈱新空港サービスエージェンシー
ユニオンツアーズ

新関西トラベルサービス

㈱さくらトラベル

㈱ナイスツーリスト

㈱アジア航空サービス

トラベルタウン大阪

関西トラベルエージェンシー

トラベルベストパートナー

大阪観光社

りんくうトラベル

㈱太陽旅行

㈱トラベルウェーブ関西

㈱はんなんトラベル

トーヨートラベル㈱

パインツーリスト

㈱新日本旅行

㈱リードトラスト

くまとり旅行センター

㈲淡路島旅行センター 大阪営業所

㈱阪南交通社

喜楽観光案内所

コスモス観光社

㈱北港ツーリスト

日本トラベルサービス㈱

㈱高槻旅行サービス

㈱平和観光

㈱扶桑ツーリスト

㈲トラベル北大阪

朝日旅行サービス

㈱中央国際旅行

㈲ツーリストアルファ大阪

㈱都トラベルサービス

㈱サンアイトラベル

㈱西日本旅行

㈱コスモトラベルサービス

三協マネジメント
㈱南海コスモツアーシステム

日本ツーリスト

ＣＩＣ ＴＯＵＲＳ㈱

㈲スイートトラベル

日昇観光

北港観光バス㈱ ツアーズ北港

㈱日本案内通信ニチアントラベル

㈱メルヘン

ワールド・ツアー・サービス

㈱大阪ガイドセンター

㈱８８観光

ＪＵ観光（同）

㈱ジェイ・エイチ・アールツアーズ

㈱フラウ・インターナショナル

㈱トラベルギャラリー

㈱ワールドツーリスト

㈱たびぱる

㈱ＪＣプラン

㈱エキスパート

㈱ビーウェーブ

田中観光センター

南大阪観光社

㈱大喜ツーリストサービス

㈱旅えのぐ

エクセルワールドツアー㈱

㈱かつらぎ観光社

大阪大栄旅行

コスモ観光サービス㈱

㈱ワイワイトラベル

大力観光㈱

㈱サンフレンズトラベル

㈱商都観光交通社

ｅ-旅行社

ワールドツアーシステム㈱

ＢＨＳトラベル

ＭＴ ＴＯＵＲＳ

㈱中央交通トラベルクラブ

㈱伏見ツーリスト

㈱ジェット観光

㈱日本旅行企画

㈱大阪国際旅行

㈱アベノ観光

㈱トラベルジャパン

㈱阪神観光開発

ニュートラベルサービス㈱

㈱カンゲキトラベル

㈱ニューワールドツーリスト

㈱センターツーリスト

日本レジャー観光㈱

国際トラベルオーサカ

▶大阪市西区　☎050ｰ5840ｰ5070

▶大阪市東成区　☎06ｰ6971ｰ3826

▶大阪市旭区　☎06ｰ6953ｰ3086

▶大阪市東淀川区　☎06ｰ6329ｰ4416

▶大阪市福島区　☎06ｰ6454ｰ0883

▶高槻市　☎072ｰ682ｰ1827

▶大阪市城東区　☎06ｰ6931ｰ0051

▶大阪市都島区　☎06ｰ6924ｰ3251

▶箕面市　☎072ｰ723ｰ6222

▶吹田市　☎06ｰ6878ｰ4114

▶大阪市東成区　☎06ｰ6974ｰ3535

▶大阪市旭区　☎06ｰ6953ｰ7878

▶大阪市西区　☎06ｰ6445ｰ7371

▶大阪市港区　☎06ｰ6584ｰ9511

▶茨木市　☎072ｰ627ｰ0311

▶吹田市　☎06ｰ6337ｰ3500

▶大阪市西区　☎06ｰ6534ｰ2500

▶大阪市西区　☎06ｰ6581ｰ3261

▶大阪市西区　☎06ｰ6534ｰ8276

▶大阪市淀川区　☎06ｰ6838ｰ3215

▶大阪市東成区　☎06ｰ6977ｰ6100

▶大阪市旭区　☎06ｰ6922ｰ2541

▶大阪市淀川区　☎06ｰ6398ｰ7317

▶大阪市淀川区　☎06ｰ6303ｰ3538

▶大阪市西区　☎06ｰ6543ｰ3055

▶高槻市　☎072ｰ696ｰ5910

▶枚方市　☎072ｰ844ｰ5101

▶大阪市東住吉区　☎06ｰ6702ｰ8754

▶大阪市住之江区　☎06ｰ6672ｰ0560

▶東大阪市　☎06ｰ6723ｰ7373

▶大阪市住吉区　☎06ｰ6671ｰ5900

▶大阪市阿倍野区　☎06ｰ6653ｰ4111

▶門真市　☎06ｰ6300ｰ5060

▶大阪市住之江区　☎06ｰ6671ｰ8881

▶大阪市住之江区　☎06ｰ6683ｰ2246

▶大阪市東住吉区　☎06ｰ6704ｰ9080

▶大阪市住吉区　☎06ｰ6699ｰ9321

▶大東市　☎072ｰ863ｰ3380

▶四条畷市　☎072ｰ878ｰ6490

▶八尾市　☎072ｰ941ｰ5522

▶大阪市住吉区　☎06ｰ6691ｰ0088

▶大阪市住之江区　☎06ｰ6678ｰ7077

▶大東市　☎072ｰ875ｰ0369

▶東大阪市　☎072ｰ964ｰ8801

▶大阪市住之江区　☎06ｰ6226ｰ8939

▶大阪市生野区　☎06ｰ4306ｰ8810

▶東大阪市　☎072ｰ960ｰ4901

▶大阪市生野区　☎06ｰ6757ｰ9085

▶寝屋川市　☎072ｰ839ｰ3336

▶大阪市阿倍野区　☎06ｰ6626ｰ2662

▶東大阪市　☎072ｰ986ｰ7819

▶四条畷市　☎072ｰ876ｰ6455

▶大阪市浪速区　☎06ｰ6649ｰ0118

▶大阪市中央区　☎06ｰ6231ｰ2031

▶大阪市天王寺区　☎06ｰ6773ｰ2135

▶大阪市浪速区　☎06ｰ6644ｰ1131

▶大阪市中央区　☎06ｰ6281ｰ0250

▶大阪市天王寺区　☎06ｰ6761ｰ4715

▶大阪市北区　☎06ｰ6374ｰ0431

▶大阪市天王寺区　☎06ｰ6776ｰ0181

▶大阪市中央区　☎06ｰ6222ｰ1717

▶大阪市中央区　☎06ｰ6966ｰ0666

▶大阪市北区　☎06ｰ6353ｰ4141

▶大阪市北区　☎06ｰ6354ｰ9131

▶大阪市北区　☎06ｰ6312ｰ1731

▶大阪市北区　☎06ｰ6375ｰ4620

▶大阪市北区　☎06ｰ6344ｰ3077

▶大阪市北区　☎06ｰ6376ｰ0508

▶大阪市中央区　☎06ｰ6763ｰ2556

▶大阪市北区　☎06ｰ6311ｰ1563

▶大阪市北区　☎06ｰ6311ｰ8814

▶大阪市北区　☎06ｰ6135ｰ7011

▶大阪市北区　☎06ｰ6316ｰ6521

▶大阪市中央区　☎06ｰ4791ｰ2400

▶大阪市北区　☎06ｰ6456ｰ4881

▶大阪市中央区　☎06ｰ4708ｰ4520

▶大阪市北区　☎06ｰ6374ｰ8600

▶大阪市北区　☎06ｰ6352ｰ1956

▶大阪市中央区　☎06ｰ6267ｰ5257

▶大阪市中央区　☎06ｰ6630ｰ7878

▶和泉市　☎0725ｰ53ｰ1190

▶岸和田市　☎072ｰ422ｰ3351

▶藤井寺市　☎072ｰ938ｰ5648

▶泉佐野市　☎072ｰ466ｰ0545

▶泉大津市　☎0725ｰ45ｰ1111

▶貝塚市　☎072ｰ431ｰ3311

▶阪南市　☎072ｰ473ｰ0700

▶松原市　☎072ｰ335ｰ3741

▶堺市堺区　☎072ｰ232ｰ0271

▶貝塚市　☎072ｰ447ｰ1186

▶和泉市　☎0725ｰ44ｰ5363

▶堺市北区　☎072ｰ240ｰ5600

▶和泉市　☎0725ｰ45ｰ5123

▶岸和田市　☎072ｰ432ｰ8989

▶泉南郡熊取町　☎072ｰ453ｰ7428

▶泉南市　☎072ｰ483ｰ2811

▶和泉市　☎0725ｰ40ｰ3370

▶堺市東区　☎072ｰ234ｰ6456

▶泉佐野市　☎072ｰ458ｰ1200

▶富田林市　☎0721ｰ25ｰ1678

▶岸和田市　☎072ｰ493ｰ1200

▶阪南市　☎072ｰ470ｰ6660

▶岸和田市　☎072ｰ429ｰ2260

▶堺市北区　☎072ｰ254ｰ1020

▶岸和田市　☎072ｰ439ｰ6234

▶泉南郡熊取町　☎072ｰ415ｰ3351

▶泉南郡熊取町　☎072ｰ453ｰ5812

▶堺市北区　☎072ｰ254ｰ1018
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田 口 美 千 代

南 　 睦 雄

松 尾 眞 知 子

堤 　 次 郎

渋 田 　 尚

二 輪 泰 寛

坂 口 郁 夫

金 子 延 久

牧 岡 直 樹

岡 野 和 俊

西 岡 忠 弘

福 田 経 三

角 家 　 篤

片 山 茂 男

堀 内 宏 昭

松 下 安 利

中 橋 仁 史

神 野 政 彦

山 本 　 功

富 田 泰 行

前 野 真 吾

湯 村 大 介

鈴 木 隆 利

大 平 喜 美 子

吉 村 治 朗

三 原 和 幸

加 藤 紀 美 子

金 沢 榮 美

杉 谷 知 界

林 　 章

三 好 弘 之

野 村 　 艶

田 中 忠 和

笹 井 建 次 郎

田 中 久 子

山 﨑 厚 子

粟 野 典 秀

奥 村 　 亮

中 藤 安 久

川 﨑 　 糺

前 田 栄 次

小 西 　 昭

畑 口 賢 哉

日 比 か ず 子

瀧 本 伸 幸

福 島 　 優

岡 本 豊 一 郎

東 田 　 正

原 郷 文 美

内 田 正 人

三 好 三 郎

日 笠 康 夫

森 本 宏 一

山 形 　 正

衣 川 賢 一

岩 津 博 之

中 西 一 博

山 本 晃 三

清 水 康 市

箸 尾 茂 男

新 田 　 尚

瓢 　 哲 生

西 田 三 郎

首 藤 俊 樹

吉 岡 紘 一

田 原 　 明

比 留 田 高 久

三 野 正 男

暮 部 修 司

中 川 惠 市

正 木 清 隆

高 桑 　 勝

大 野 康 至

薦 田 　 光

田 中 茂 男

山 根 全 勝

徳 原 昌 株

村 田 加 代 子

藤 田 　 武

井 阪 康 男

眞 島 右 文

池 脇 一 夫

小 林 富 久

瀨 藤 た み 子

上 田 　 明

馬 部 和 夫

津 田 飛 鳥

竹 村 佳 子

横 岩 俊 胤

早 栗 義 文

中 山 雅 博

藤 原 雅 彦

藤 本 　 謙

志 村 珠 男

山 口 弘 祐

北 嶋 冨 士 雄

永 野 末 光

楠 井 保 次

西 谷 日 天

三 井 正 次

藤 方 義 勝

笠 舞 紀 伴

丸 山 律 子

田 中 英 夫

吉 村 　 実

庄 司 博 次

西 村 　 清

船 岡 史 朗

   第 1 支部

   第 2 支部

   第 3 支部

   第 4 支部


